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我
が
國
の
憲
法
は
雨
院
の
自
動
的
に
集
會
す
る
場
合
を 

認
め
ず
。
憲
法
第
七
條
に「

天
皇
は
帝
國
議
會
を
召
集 

し
："

其
の
開
會
停
會
及
衆
議
院
の
解
散
を
命
す」
■ 

S規 

定
せ
る
の
み
。
議
院
の
成
立
は
議
院
活
動
の
前
提
に
し 

て
、
議
會
の
召
集
は
議
院
成
立
の
前
提
な
6
。
召
集
の
：
 

勅
諭
は
集
會
の
期
日
の
少
な
：く
^
も
四
十
日
前
に
之
を 

發
す
。
議
員
は
召
集
の
勅
論
に
指
定
し
れ
る
期
日
に
各 

議
院
の
會
堂
に
集
會
す
。
集
會
し
た
る
a
員
は
議
院
法 

第1.11

條
及
第
四
條
若
く
は
第
四
條
の
手
續
を
了
し
て
始 

め
，て
議
院
の

成

立

を

見

る

。

_開
會
：を
以
で
議
院
活
動
0

第
三
城
、

1

二
八

始
期
ご
な
す
。
議
院
活
動
期
に
入
る
ど•同
時
R

議
員
は 

憲
法
第
$
士一

條
及
第
五
十
三
條
の
權
刺
を
現
實
に
莩 

有
す
®院

旣
に
活
動
期
に
入
ぅ"
自
主
的
に】

時
活
動
を 

休
丘
す
る
は
休
會
な
ぅ
。
議
院
旣
に
活
動
期
に
入
-
^
、 

受
働
的
に〗

時
活
動
を
停
此
す
る
は
是
れ
停
會
な
办
。 

議
院
の
成
立
を
失
は
し
め
"
隨
つ
て
議
院
の
活
動
を
全 

ぐ
終
鴆
せ
し
む
る
は
是
れ_
會
な
&
。
任
期
の
滿r

に 

先
ち
.議
員
の
存
立
.を
失
は
し
め
、
隨
つ
て
議
院
の
活
動 

を
全
く
終
媳
せ
し
む
る
は
是
れ
解
散
な6

。
後
の
ニ
個 

0'
、
場
合
を
議
院
活
動
の
終
期

V
J

す
。
解
散
の
場
合
及
び 

會
期
延
長
の
場
合
を
除
き
、
議
院
の
活
動
期
は
三
ヶ
月 

な
ぅ
。
此
短
期
間
に
國
家
の
豫
算
を
議
し
、
凡
百
の
_
 

案
を
®

議
せ
ん
ど
す
。
駄
辯
を
莽
し
*
兒
戯
に
類
す
る 

滑
稽
を
演
ず
る
の
餘
暇
な
き
喾
な&

す
や
？
嗷
。

(

ニ
月
稿)

:

’
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英

國

0
土

地

法

.
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'
ぐ

.
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パ
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;•
山

：

崎

宗

直

:

I

藻
國
土
地
法
硏
究
の
必
要
‘

英
國
の
土
地
，法
は
"

他

の

總

て

の

英

國

の

法

律

制

度 

の
如
く
繁
雜
錯
綜
限
な
く
ノ
.現

今

も

尙

ほ

未

た

數

茛

年 

前
の
遺
物
た
る
封
建
锏
度
の
痕
跡
を
殘
留
し
1

見
し 

た
，る
所
.に
て

殆

ん

ヒ

無

意

味

な

る

か

如

く

見

§

,
る

雖
 

も
"
其

實

大
R
趣
味
あ
る
幾
多
の
所
有
權
の
區
別
或
は 

,

其
他
種
々
な
る
.

地
主
^
借
地
人
の
關
係
な
と
わ
る
が 

未
れ
#
て
我
國
の
民
法
の
、如

き

法

典

に

侬

&
て
統J

せ 

ら
れ
た
る
こ
ミ
な
く
'
普
通
法
の
外
は
必
要
に
應
し
て 

數
有
年
間
に
亩
1
6
.
發
布
せ
ち
れ
^
る
，
單
行
法
令
の
あ
る 

の
み
:̂
;̂
か
故
.に
、,
其
'研
究
は
興
味
律
々
S
じ
て
盡
き 

さ
れ
S
又
甚
た
容
易
の
業
に
あ
ら
さ
る
f

。
然
れ
S 

\

之
加
か
智
識
は 
> 

英
國
憲
法
史
例：

へ
拟
樞
密
惋
及

婼

十

嘞

ぺ

四.0
C

雜

錄

苑

國

--<
?
>
土

啤

法 貴
族
院
の
起
源
或
は
選
擧
法
の
如
き
"
又
は
英
國
經
濟 

史
例
へ
は
莊
園
及
都
會
の
發
應
或
は
救
貧
法
の
如
き
ノ
：
 

又
は
現
代
の
種
令
な

.

る
政
治
問
®
例
へ
は
總
て
の
自
曲 

黨
の
貴
族
院
攻
擊
の
根
底
或
は
今
囘
，の
戰
领
終
了
後
必 

&

す
苒
び
大
問
題
の1

つ
ど
な
る
ベ
き
土
地
政
胄
1

り
 

\

例
へ

«

地
主
及
小
作
人
の
關
係
、
土
地
課
稅
、
土
地
國 
\

有
及
勞
働
者
間
題
等

(

此
等
の
皿
に
就
き
て
は
予
輩

.

一
は
他
日
改
め
て
意
見
を
發
表
す
る
，のa

あ
る
を
期
す)

|

の
如
き
、
恃
土
地
を
興
极
據
ビ
せ
る
も
の
な
る
か
故
に 

此
等
の
1

の
研
究
及
解
決
に
はr

日
も
缺
X
可
ら
さ 

る
鲛
の
^
す

、
然

れ
.̂
も

此
小
論

文

は

英

國

物

橫

法

の 

概
略
に
あ
ら
す
，
故
に
英
a
の
不
動
産
法
を
詳
細
に
研 

究
せ
ら
れ
む
/ヒ
欲
す
る
諸
君
は
左
記
の
參
考
書
に
就
き 

一
進
ん
て
攻
究
せ
&
:れ
む

こ

？
を

希

蓮

し

'
予
輩
は
玆
に 

は
只
た
前
述
の
如
き
諸
問
題
の
解
釋
に
必
嬰
な
る
限
度 

に
於
て
"
.古
來
よ
4
現

今

.に

至

る

間

の

英

國

の

土

地

法 

及

之
'に
關

聯

し

て

其

說

明
R
.必

要

な
る
範
圍
內
に
於
て 

英

國
上

古

の.社
會
組
識
、
.，

雄

制

度

及

莊

園

の

1

般
に

0

M
 

I 
ニ 
.九
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I
I

上
古
の
土
地
法
^
社
會
組
織 

現
代
の
英
國
土
地
法
は
今
日
も
何
ほ
未
た
往
古
の
封 

建
時
代
の
土
地
制
度
を
基
礎
ど
せ
る
か
故
に
"
其
考
究 

ft
順
序W

し
て
溯
h
て
.中

古

時

代

の

土-i
i
L带

度

を

^

つ 

研
究
せ
さ
れ
は
"
到
底
現
今
の
制
度
を
十
分
に
理
解
す 

る
 ̂J

ヒ
は
‘甚
れ
困
雛
な
ぅ
ビ

云
ふ
ょ

6
寧
ろ
不
可
能VJ 

云
は
さ
る
.可
ら
す
。

英
國
上
古
の
土
地
は
、
他
の
總
て

.

の
古
代
社
會
に
於 

け
る
土
地
の
如
く
，

.

此
等
の
幼
稚
な
る
政
治
組
織
の
下 

に
於
て
は
個
人
の
所
有
な
る
觀
念
未
れ
ゎ
る
こ
ど
な
く 

皆
興
民
族
の
共
有
物
な
4 V

J

思
惟
せ
ら
れ
た
る
か
如
し

® 

尤
も
元
來
此
土
地
共
有
な
る
思
想
の
起
源
か
"
ヶ
ル
ト 

民
族
的
な
る
か
又
は
チ
ユ
トX

民
族
的
な
&
か
に
關
し 

.

て
は
、
永
年

.

に
0¥

大
に
議
論
ぁ
ヶ
て
今
4
も
爾
ほ
知 

■

名
の
英
國
歷
史
家
及
法

#

家
の
間
に
論
#
ぁ
る
所
れ
る

か
ー

某
果
し
て
何
れ
か
疋
當
な
る
に
せ
ょ
> 
英
國
上
古 

の
村
落
)li
b
會
は
"
其
ナ
■ク
ス
ン
村
邑
に
せ
ょ
將
又
ヶ
, 

ト
棘
邑
な
る
に
せ
ょ
、
何
れ
も
皆
土
地
を
共
有
し
、
而 

て
之
れ
か
共
同
耕
作
の
下
に
於
て
農
業
及
牧
畜
業
に
從 

事
し
暦
5
れ
る
事
に
關
し
て
は
皆
均
し
く
學
潘
の
一
致 

せ
る
所
な
る
か
如
し
。
蓋
し
上
古
の
民
族
に
は1

般
に 

未
れ
所
有
權
な
る
思
想
な
く
ノ
且
一
般
チ
产
ト
ン
民
族 

は
共
有
的
思
想
の
念
it
殊
に
繁
固
な
る
上
に
"
彼
等
社 

筲
に
於
て
は
±'
地

は
各
家
族
或

は

各

戶

に

其

人

數

'に
應 

し
て
均
等
に
分
割
貨
與
せ
ら
れ
居
り
れ
る
か(

古
代
各
_ 

P
主
の
均
等
の
權
利
を
享
有
せ
し
理
由
も
亦
玆
に
あ 

り
^
之
れ
其
土
地
か
小
田
地
^
な
^
て
諸
所
に
散
布
せ 

る
上
に
、
此
等
上
古
の
農
民
に
最
も
重
要
視
せ
ら
れ
居 

り
た
る
收
畜
業
に
缺
く
可
ら
さ
る
收
場
及
荒
地
等
も
亦 

脊
戶
に
均
分
せ
ら
れ
居
6
た

る

を

以

て

"
其
協
力
的
農 

菜
の
必
要
は
多
々
な
り
し
な
る
べ
し
。
斯
の
如
く
咎
家 

焚
或
は
芦
主
は
其
屬
す
る
村
落
團
體
の
土
地
.に
對
し
て 

其
K
族
の
馨
法
に
從
ひ
，
之
に
對
し
てr

定
の
地
坪
'

笫

十

费c

四
0

5
雜錄英國の十：地法

-

h

 
一
 de.

を
保
有
す
る
.の
權
利
を
^
せ
.し
.か
、
.此
の
.，.如
.き
土
' 

地
^
E :
有
地
F
6
1
M
a
n
d

•̂
稱

■̂。然
る
R.

英
民
族
の
ブ 

リ
V
ン
國
に
殖
民
ず
る
.に
當
り
始
、め
て
玆
に
國
王
な
る 

も
の
を
生
じ
，
.其
後

.ケ
ル
ト
人
及
英

人

相

互

間

の

永

年 

.
に
亘
る
戰
爭
の
爲
め
に
國
主
の
權
威
益
々
抑
長
す
る
に 

一
從
ひ
，1

般
の
土
地
に
對
す
を
國
王
の
或
純
の
特
權
を 
|

も
承
認
せ
&
れ
れ
る
か
r
未
れ
國
王
か
選
擧
王
た
る
性 

質
を
有
せ
し
間
、
即
ち
國
王
は
未
れ
其
民
族
の
王
に
し 

一
て
其
民
族
の
.居
住
せ
る
國
±.
の
王
に
ゎ
.ら
す
、
換
言
す 

れ
は
上
古
の
社
會
に
は
未
た
領
土
な
+る
觀
念
な
炉
り
し 

か
ぼ
，
國
王
：は

未
ft
最
高
の
地
主V 」

は
思
惟
し
居
ら
れ 

を
b
し
か
、
尙
ほ
他
方
に
於
て
は
國
王
は
種
々
な
る
源 

因
に
ょ
ぅ
て
漸
次
他
の
皇
族
及
*
族
に
比
し
て
大
地
主 

\

^
ル
办
た
る
の
* ：
實
は
叉
杏
定
す
べ
か
ら
さ
る
か
如
し 

斯
く
し
て
得
れ
る
國
王
の
土
地
は
'
"之VJ

共
に
其
他
の 

民
有
地
を
も
國
會
の
賛
同
を
得
て
、
財
產
ど
し
て
の 

.^ ，

.紙
！！
^-
の
意
義
に
依
ら
す
、
國
王
か
其
民
族
の
偷
長 

f

s

ふ
優
秀
の
地
位
に
依
b
、
土
地
及
其
住
民
れ

第〗

1
i 

一
H
一



第

十

卷(

四

〇

四

)

.

雜錄英國の'

土地
法

ゐ
-
'自
由

民

を

支

配

ず

る

の

權

利

を

敎

會

"
.
武

士

及

其

他 

の

者

に

^

與

なる

名

目

の
下

ぬ

贈

與

せ

ら

る

、
に
茧
れ 

p

\
此

の

如

き

土

地

は

勅

許

狀

或

は

土

地

臺

帳

に

依

つ 

て
授
與
せ
ら
れ
れ
故
に
之
を
臺
帳
地

B
O
O
K
a
n
d

 

S
稱

す

。
臺

帳

地

は

敎

會

の

爲

め

に

授

與

せ

ら

れ

れ

る

一 

も

の

大

多

數

な

る

か

、

此

等

の

土

地

は

皆

納

税

等

に

關

. 

し

て

多

く

の

特

免

權

を

洧

せ

ぅ

。
斯

の

虹

く

民

有

地

^

藪
帳
地VJ

は
其
財
産
權
の
權
原
に
差
異
あ
り
れ
る
か
故j 

に

"
同

〗

土
地
に
し
て
同
時
に
雨
方
の
名
前
を
有
せ
る

. 

こ
ど

3>
办
、
何

^
な
れ
は
土
地
其
'物
に
對
す
る
權
利
は 

其
民
族
の
惯
習
法
に
依
ら
て
定
ま
れ
ど
、
國
王
に
鈉
付
一 

す
へ
き
租
稅
等
は
其
授
與
せ
ら
れ
れ
る
勅
書
に
ょ
-
^
て
一 

規
定
せ
ら
れ
居
れ
は
な
り
。
豪
帳
地
に
關
し
て
記
憶
す 

へ
き
重
耍
な
る
他
の
ニ
點
は
，
慣
習
法
は
其
保
有
人
のj 

讓
渡
を
承
認
せ
し
か
"
其
保
有
漭
に
し
て
鈉
税
等
を
怠 

る
か
或
は
相
續
人
な
き
か
■或
は
重
罪
を
犯
し
れ
る
時
は 

其
土
地
は
國
王
に
復
歸
す
る
も

'の
ビ
せ
ら
れ
だ
ぅ
。
此 

蠆
帳
服
は
主
ビ
し
て
國
王
の
.み
授
與
の
特
權
を
有
し
反

■

 

0
.

0
.
 

IHU

多
ぐ
.は
敎
會
.に
限
り
て
貸
與
せ
ら
れ
れ
る
■か
，
後
世
ァ 

シ
グ
ロ
：，：食
ク
ス
ン

g
ft
に
至
り
て
は
、敎
會
其
他|

個 

人
に

T.
-̂>
'
-亦
地
券
に
依
-
て̂
土
地
を
讓
渡
す
る
こ
^
を 

承
認
せ
&
れ
れ
る
か
、
此
の
如
く
し
て
貸
附
け
ら
れ
お 

る
多
ぐ

©'
土
地
は
之
を
貸
附
地L

p
s
u
n
d

 

w»
し
れ 

る
か
?
後

ち

.に

至

ぅ

て

は

臺

帳

地

S
此
货
附
地
ヾ
し
は
其 

區
別
の
意
義
を
失
し
れ
る
を
以
て
"
遂
に
此
等
の
兩
種 

の
土
地
は
混
同
せ
ら
る
/
'に
至
ぅ
ね
り
。
.
.

斯
の
如
く
し
て
、
英
國
の
土
地
の
大
年
は
、
上
古
ょ 

彡
國
王
.は
敎

會

及

武

士

に

授

與

し

"
敎

會

及

武

士

は

之 

を
莨
姓
に
貸
與
す
る
に
m

bし
か
、
.此
事
實
は
英
國
の 

南

方

及

西

南

方

に

，殊

に

多

か

ぅ

し

か

如

し

。
東
方
即
ち 

純
英
人
社
會
R
於
て
も
、
®
々
な

る

原

因

に

ょ

-
^
て
小 

武
士
は
大
武
士
に
農
民
は
武
士
に
敝
つ
て
婺
託
に
ょ
ぅ 

て
搿
從
を
約
す
る
の
習
慣
起
&
た
る

が
，

*君
は
其
人 

を
#
■
す
る
の
み
な
ら
す
其
被
#
■
人
の
'土
地
を
も
亦 

併
せ
保
議
す
る
も
の
^
思
惟
せ
ら
れ
。
遂

K
は
其
被
保 

譏
人
は
其
土
地
は
主
君
ょ
ら
之
を
保
有
す
る
も
の
ど
考

1
す
る
fc
,至
れ
^V 。

又
委
都
を
爲
し
Is
谷
者
は
輿
主
君. 

の
裁
刺
管
轄
權
內^

r
d
y
s

パsok
e
》

に

わ

る

潘

^
思
惟 

せ
ら
れ
た
る
か
"
之
れ
英
國
に
於
け
る
«
園
の
發
達
せ 

る
遠
阁
な
h
ビ
は
英
國
史
家
の
皆1

般
に1

致
せ
る
所 

な
o
ど
す
。

•
:

吾
锻
は
之
ょ
り
進
ん
て
ノ
ル
マ
ン
铌
服
な
る
も
の
は 

法
律
上
如
何
な
る
變
化
を
旣
莽
の
英
國
土
地
法
に
及
ほ
. 

し
れ
る
や
を
研
究
せ
さ
る
可
ら
ざ
る
か
、
之
を
攻
究
す 

る
に
は
先
づ
其
以
前
に
先
決
問
題
ど
し
て
ノ
ル
マ
ン
王 

朝
の
封
姐
制
^
を
說
明
せ
さ
る
可
ら
ず
。
然
る
に
英
國 

中
古
の
：封

難

制

度

の

考

究

に

は

"
其
前
に
當
ぅ
先
つ
ノ 

ル
マ
ン
勝
王
か
英
國
に
上
陸
し
れ
る
當
時
の
英
國
の
社 

會
紐
織
な
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
な
6
し
か
に
少
し 

く
論
及
す
る
の
必
耍
办
办
^
す
。
®
-A
は
一
千
八
十
六 

年
ク
リ
ヰ
ア
ム
.

1

世
の
.調
赍
せ
る
土
地
测
量
簿D

o
m
e

丨
 

day B
o
o
k

及
典
他
の
當
時
の
記
錄
等
に
ょ
ぅ
て
之
を 

,S

究
す
る
時
は
"
ィ
ル
マ
ン
槌
服
前
の
英
國
人
は
之
を 

略
ほ
三
階
級
に
區
別
す
る
こ
ご
を
#
る
か
如
し
"S

貴 

烙

十

怨(

四
0
3L)

雜

錄

英

F
-
の土地法

族 

&

&(2
)
自
由
«

ceorls
©
奴
隸 theoms 
く
 
即
楚
® 

6
.
0之
れ
羅
馬
の
史
家
タ
’：.シ
：：タ
ス
”
0秫
別
ぜ
る
.貴
族 

n
o
s
e
s

 

自
由
民■ ingenui

及
奴
隸'send
な
るin

耳
曼 

民
族
の
.三
階

級

に

適

當

す

る

か

如

し

"

チ

ユ

ト

ン

人
の 

一
ブ
y

ト
ン
を
瓶
M
し
て
之
に
殖
E
*L
永
住
す
る
に

 ̂

K
y 

|

て
は
"
彼
等
民
族
中
の
貴
族
ょ
0
國
王
の
身
邊
R
常
に 

一
陪
侍
せ
る
武
士 

c

o.m
i
t
e
s

或

は

crqesith ?

れ
る
も
の
を 

一
.生
じ
れ
る
か
'、
此

外

又

廣

大

な

る

土

地

を

領

有

し

て

；小 
\

常
は
地
方
に
在
住
す
る
武
士 

t
h
e
g
n
s

を
生
し
た
6
。

| 

Eorls

な
る
貴
族
の
名
詞
は
永
ぐ
用
ゐ
ら
れ
た
る
か
',
典 

1

後
.地
方
の
知
事
或
は
今
日
の
市
及
州
參
事
#
真
の
名
獬 

Z

ミ
し
て
尙
其
名
を
保
存
せ
h
。
：然
る
に
、
普
通
の
舀
曲 

\

民
'た
るceorls

は
同I.

踏
級
内
に
.て
も
其
地
位
に
甚
だ 

一
し
き
懸
隔
6 
P

ね
る
.か
も
其
內
の
大
自
由
民
は
次
第
R 

貴
族
.

VJ

成
b
或
は
.往
々
勸
勉
カ
行
し
て
一
定
の
地
枰
の 

土
地
を
#
て
貴
族VJ

成
^S

た
る
教
も
ぁ
り
れ
る
か > 

典 

他
の
多
數
の
自
出
贝
は
多
く
は
管
治
權
內
農
民
I

,
 

m
s or liberi homines VJ

し
て
^
ら
屈S

る
か
-勿
し

第
三
號.

.1

H
三



访

十

怨(

W
0
六)

雜
錄
兆
國
，の土地法

蓋
し
此
等
多
數
の
s
fl
l
Kた
り
し
管
治
權
內
農
民
は
、
 

武
士
の
勢
カ
增
犬
す
る
に
從
ひ
、
全
然
獨
立
た
る 

能
は
さ
る
か
或
典
不
利
益
な
る
を
覺
ぅ
て
遂
に
其
地
方 

在
住
の
地
主
武
士
の
保
識
の
下
即
ち
其
裁
判
管
轄
權
內 

の
人
^
な
り
れ
る
か
如
し
。
而
し
て
尙
典
殘
餘
の
大
多 

數
の
®
め
て
僦
少
の
土
地
を
有
せ
し
小
作
農
K
は
皆
僕 

役
#
,民
cr
o
h
&
i
i 

o
r 

vnpni or Cottarii 

sし
て
知
ら

れ
居
り
た
る
か
如
し
。

H

土
地
法
と
勃
建
制
度 

英
國
史
學
漭
の
好
ん
で
論
邻
す
る
而
白
き
問
題
な
る 

英
國
の
封
®
制
度
の
起
源
か
"
艰
し
て
眞
實
チ
ユ
ト
ユ 

ッ
ク
な
る
か
將
又
TI
丨
マ
一一

ッ

ク

な

る

か

は

五
！！

人
か
玆 

に

喋
々
す
，る
の
必
嬰
な
く
、
吾

人

か
玆
に
研
究
せ
ん 

す
る
土
地
問
題
に
關
し
て
記
憶
し
®
く
へ
き
祺
實
は
、
 

英
國
に
於
け
る
封
雄
制
度
は
ノ \

マ
ン
征
服
の
後
程
な 

く
兆
全
盛
の
期
に
達
し
、
丑
又
典
素
®
は
既
に
遠
く
ァ 

ン
グ
ゝ
-X
J
.ナ
ク
ス
ン
時
代
に
4>
$
れ
ぅ
ど
云
ふ
こ
ゼ
に 

し
て
、
之
に
關
し
て
は
殆
んVJ

學
t
間
に
異
論
な
き
所

ド
鹧
三
號
_

1

H
四

な
-V」

す
。

.
 

■

‘

抑
も
英
國
に
於
け
る
封
建
制
度
な
る

思
想
y

f

 

or Feudo.vassaHsm

は
一1

個
の
相
異
な
b
た
る
思
想
を 

念
布
す
。

一
つ
は
地
主VJ

偕
地
人
S
の
經
濟
上
の
關
係 

を
意
味
し
、
他
は
主
君
^
苗
下
な
る
政
治
上
の
結
合
を 

指
摘
す
、
換
言
す
れ
は
土
地
借
地
法
に
依
る
社
會
飢
織 

R
加
ふ
る
に
‘&
從
及
忠
義
の
誓
約
に
依
る
政
治
組
織
即 

ち
是
な
ぅ
。
ア
ン
ダ& 

•サ
ク
ス
ン
時
代
に
於
て
は
前
述 

の
如
く
封
雄
制
度
の
萠
芽
は
ゎ
り
れ
れ
ど
、
未
だ
土
地 

借
地
法VJ

服
務
義
務VJ

の
問
に
は
必
然
的
の
關
係
な
か 

&
し
か
、
之
れ
ノ
ル
マ
ン
時
代
の
封
®
制
度
ど
大
に
差 

異
ぁ
る
點
に
し
て
英
國
史
®f
究
上
殊
に
注
意
を
耍
す
る 

事
實
なb

v
j

す
。

抑
も
封
雞
制
度
の
下
に
，於
け
る
贩
會
に
於
て
は
總
て 

の
公
權
及
公
義
務
は
皆
土
地
保
有
權
ビ
密
接
の
關
«
、心 

b

.て
決
し
て
分
離
し
て
考
虛
す
へ
か
ら
さ
る
の
狀
雄
に 

在
國
家
の
紕
織
及
其
活
動
に
必
恶
な
る
制
度
た
る 

©
:
事
、
"
財

政
.:
:
.
>
'
及

司

法

等

は

關

す

る

法

令

は

皆

私

有

財

產
法
のI

部
分
を
構
成
す
る
，も
の
，な
力
.。

「

此

時

代
に
於. 

て
は
總
て
の
土
地
は
皆
國
王
の
所
有
物
'̂
思
考
せ
&
れ

’ 

國
王
の
外
一
切
土
地
所
有
者
な
る
者
あ
る
こ
^
な
.く
、

興
土
地
に
居
住
し
之
を
耕
作
す
る
の
權
利
を
有
す
る
溝 

は
只
だ1

個
の
借
地
.
<
^
3
§
1
た
る
に
過
き
さ
.る
も
の 

VJ

す
。
此
借
地
人
は
何
人
か
の
土
地
を
保
有h

o
l
d

す 

る
も
の
なb

v
j

思
惟
せ
ら
れ
、
苦
し
其
貸
主
か
國
王
な 

る

時
は
其
借
地
人
.は

國

王
.の
主
長
或
は
直
參
借
地
人 

tenant ?n capite

ビ
稱
し
、
然
ら
さ
る
時
は
中
間
或 

は
^
贸
!1
地
人mesne lord 

V 」

稱
せ
ら
る
。蓋
し
下
位 

或
は
從
1
釆
地
法
.

subinfeudation

に
.依
-

cs

て
、
廣
大 

.な
る
土
地
を
直
接
國
王
ょ
6
保
有
せ
る
所
謂
直
參
借
地 

人
れ
る
大
名
は
其
土
地
を
分
割
し
て
之
れ
y
自
己
の
15 

下
れ
る
小
名
に
貸
附
く
‘る
ベ
く
、

此
等
小
名
は
.又
自
己 

の
家
來
れ
る
武
士
に
之
を
分
割
貸
與
し
"
而
，し
て
此
等 

武
士
は
之
を
農
民
に
貸
附
け
て
寘
地
に
於
て
之
炉
耕
作 

收
稷
に
從
事
せ
し
む
る
の
順
序
な
る
炉
、
此
中
の
小
名 

及
武
士
を
揩
示
し
て
中
問
或
は
陪
踣
借
地
人
ビ
云
ふ
。

姑
十

卷

(

四
〇
七)

雜

錄英國の土地法

然
れ
ぞ
ネ
ノ
：前
述
：

.の

順

序-«
只

だ

說

明

の

桃

宜

上

饿

も
 

普

通

の

場

：合
を
記
述
し
れ
る

.迄
：̂
.て
r

小
名
或
は
普a 

の
武
士
に
し
て
も
往
々
場
合
に
ょ
h
て
は
直
參
借
地
人 

れ-Os

得
る
こ
^
あ
り
れ
る
は
予
輩
の
說
明
す
る
迄
も
な
. 

き
事
な
.
^
す̂I

T
e
n
e
t

 terra 
日 inaB d

e
w
。

借
地
人
は
皆
其
保
有
せ
る
土
地
に
對
し
て
或〗
定
の 

服

務s
e
r
v
i
c
e

を
負
ふ
"
之
れ
典
保
有
せ
る
土
地
に
對 

する

代
償
な
る
が
、
其
服
務
の
差
異
に
依
}
で
興
借
地 

を
區
別
す
る
時
は
灰
の
六
個
?>
办
^
す
。

(.1
)

敎
役
上
即
ち
敎
會
保
有
窬
附
地 

(11
)

軍
役
上
武
家
保
有
借
地 

(1.11)

宮

役

上

即

ち

大

小

侍

[-
^

保

有

借

地
 

(
S
V

勞
役
上
即
ち
自
由
農
K
及
僕
役
農
民
保
布 

借
地

(
V
)
.

敎
會
保
有
寄
附
地 

.
敎
會
及
僧
侶
は
"
普
通
の
軍
役
即
ち
武
家
借
地
法

 ̂

依
A
て
廣
大
な
る
土
地
を
.有
せ

し

外

"

往
々
此
浮
世
に 

於
て
は
何
等
の
服
務
義
務
を
負
®
せ

す
.,
*

只

だ

法

现

上

.

稱三號一三
五



妨十怨

(

四
〇八

)

雜錄典國の土地法

•— ^
*J U

の
名
義
を
救
濟
す
る
の
意
義
^
於
で
其
^
附

#

,
の

靈

魂 

の
爲
め
に
祈
禱
す
る
' の
識
務
を
货
ふ
の
み
な
る
.土
地
を 

倨
有
せ
り
。
此
等
の
土
地
は
、
.自
由
布
施
或
は
自
由
慈 

善 

per liberam eiemosvnarn‘R

依
-

cs 
之

を

^

有

す

る

も

の

な&
V
J

の

观

ri
l
の
下
に
、
-敎

會

寄

附

地p

ロ 
&

を 

m
o
lOQ
n

ど

郝

せ&

る
0

(

ニ)

武
家
保
有
借
地 

封
妞
昤
代
の
英
國
の
大
部
分
の
土
地
は
種
々
な
る
源 

因
把
曲
&
て
、
軍
役
上
即
武
士
服
務
義
鉻
を
負
ふ
借
地 

即
ち
武
家
保
有
沿
地F

e
o
d
u
B

 miUt

一

s

ど
な
居
も
た 

り
き
。
抑
も
武
士
の
知
行
地
は
或
特
定
の
坪
數
6
&
且 

又
或
特
足
の
货
沿
®
値
6
る
土
地
な

.&
さ
;̂
>
可

ら

す

ビ 

S
ふ
規
定
な
か
b

t
か
、
其
領
地
は
一
‘ヶ
#
約
ニ
十

 ̂

位

.6
0
愤
値
わ
る
も
の
な
る
べ
し
^
云
ふ
辕
然
た
る
說
3> 

り
戈
る
が
如
し
。
武
家
保
有
借
地
は
其
面
猜
0
廣
狹
火 

ル
に
ょ
り
て
典
服
務
の
武
士
の
人
數
に
も
勿
論
差
異
あ 

ぅ
た
れ
ど
、H

ド
y

1
ド】

世
，時

代

に

於

け

る

武

士
0 

知
行
は
、
或
場
合
に
は一

領
地
は
.：

1
」

人
to
武

士

.の

服

務
を
必
'要
ミ
じ
た
れ
ど
、
他
の
場
合
に
は1

領
地
に
し
て 

五
人
乃
至
十
人
の
武
士
の
服
務
を
必
要
ど
せ
るも

の
あ 

&
き
> 
之
れ
其
土
地
の
面
植
の
如
何
に
ょ
り
て
興
な
り 

居
り
れ
る
が
如
し
。〗

個
の
武
家
借
地
に
對
す
る
服
務 

義
務
は
、
其
授
與
に
當
り
て
各
別
に
其
知
行
地
共
に
，
 

明
&
に
規
定
せ
ら
れ
届
6
た

る

が

"
通

常

戰

時

に

際

し 

て
年
に
四
十
H
間
の
割
合
を
以.

て
國
王
の
®:
隊
に
全
部

.武
装
せ
る
騎
瑪
武
士1

:

人
宛
出
征
せ
し
む
る
の
約
定
な 

ら

&

。
 

. 

,

武

士

知

行

地

を

保

有

せ

る

借

地

人

は

"

典
領
主
が
國 

王
或
は
直
參
又
过
陪
6
借
地
人
た
.る
や
を
問
は
中
，

@ 

均
し
く
其
領
主
に
對
し
て
E
從
を
約
東
し
且
又
忠
義
の 

誓
言
を
爲
さ
VI
'
る
可
ら
ざ
ぅ
き
。;

玆
に
予
輩
が
我
邦
人 

に

殊

は

注

意

し

置

き

た

，き

は

"
英

國

の

封

建

制

度

の

下 

'に
於
て
は 

> 
忠
義
の
誓
約
は
借
地
人
は
其
直
接
0 .
領
主 

に
.對
ん
て
名

爲
し
f

«

»も
、
同
時
に
及§

其
れ
以 

上
.の
效
カ
に
於
.て

同

，じ
C

0

M

0

§

下
に
於
ル
な
唯 

1:

の
.土
地
の
，所

翁̂-
た
4
政
治
上
锻
商
の
權
咸
莕
な
る

.國
王
fc
も
致

さ

C
る
べ
か
ら
ず
換
言
す
れ
ば
借
地
人
は 

ニ
®
の
忠
義
の
#
約

を

要

し

"
而

し

て
二
般
的
の
忠
節 

の
§

は
卩
<
た
國
王
に
對
し
て
の
み
之
を
負
擔
す
、る
も 

の
ビ
す
。
之
を
以
て
，‘
芯
し
其
®
接
借
地
人
た
る
大
名 

か
内
亂
を
起
し
て
國
王
に
謀
叛
す
^
時
は
、
其
直
參
借 

地
人
の
臣
下
れ
る
小
名
及1

般
の
武
士
は
其
直
參
借
地 

人
な
^

直

接

の
主
君
に
對

し

て

忠
義
の
義
務
を
負
は
す 

し
て
其
最
高
の
君
主
た
る
國
王
に
之
を
負
ふ
も
の
.な
る 

が
故
.に
"
彼
等
は
國
王
•に
味
方
し
て
反
て
某
直
接
主
君 

た
る
航
主
に
反
抗
し
て
戰
ふ
へ
き
義
務
を
有
せ
す
.ヾ
し
雖 

も
、
此
行
爲
は
*'
も

紙

逆

罪

を

構

成

せ

さ

.る
の
み
な
ら 

す
ノ
！

Q

れ
か
反
つ
.て
眞
實
の
忠
節
を
盡
す
の
道
な
り
き
。
 

之
れ
.歐
大
陸
諸
國
及
I
國
R
於
げ
る
封
建
制
度w

異
な 

る1

大
特
點
な
り
艺
す
。
.我

國

に

於

て
«:
'

明

智

光

秀
 

の
紙
逆
の
取
を
起
し
て
典
主
君
た
る
.

織
田
信
長
に
謀
叛 

し
把
る
時
"
光
秀
の
下
た
る
武
士
か
其
直
接
の
主
君 

祀
る
光
秀
の
邨
に
哝
方
し
‘て
、
其
上
級
な
る
大
主
君
た 

%
信

長

を
亡
ぼ
し
れ
，る
も
"
其
當
時
及
其
前
後
封
建
時

'

婼

十

舫

(

四0

九)

雜

錄

荚

國

の

土

地

法

:

代
の
武
士
道
德
の
齡
念
ば
於
て
は
、
光
秀
自
身
は
勿
諭
：

.
叛
逆
罪
に
.阢
る
.
Vも
'、
.
其

他

の

謂

は

無

論

惡

人

に

加

擔 

.し
れ
.
-

=
v
V

の
非
靡
は
受
く
へ
き
も
"
彼

等

は

決

し

'
て

叛 

逆
人
ど
云
ふ
可
ら
•さ
る
の
•み
な

ら

ず

，
否

反

づ

て

忠
15 

ビ
言

は
.

さ6'
-

可

ら
'さ
る
も
の
な
& vj

す
、
何
ビ
な
れ
は 

彼
箏
の
忠
.義
0-
義
務
は
.上

級

の

主

君

れ

る

信

長

に

對

す 

る
も
の
に
'わ
&
.
す
し
て
其
直
接
の
主
君
た
る
光
秀
に
對 

し
て
負
ふ
も
の
な
れ
ば
な
り
。
之
英
國
滕
史
家
の
屢
 々

j

ク
ヰ
.艾
ア
ム
プ
世
の
聰
明
に
し
て
思
慮
わ
る
政
策
ど
し 

て
大
に
稱
揚
す
る
所
な
る
か
9
實
に
之
れ
紀
元1

千
八 

十
六
年
征
服
玉
か
ソ
.方
ス
ブ
？
原
野
に
於
て
總
て
の
大
. 

小
名
0
諸

候

を

集

合

し

て

"

恰

も

德

川

家

光

炉

三

西

諸 

侯
を
威
®
し
た
る
如
く
，
大
王
は
彼
等
を
し
て
皆
國
王 

一
に
對
し
て
悉
く
忠
義
の
誓
約
を
爲
さ
し
.め
れ
る
かV

之 

れ
中
.世
紀
に
於
て
英
國
の
國
王
が
比
較
的
に
善
く
其
大 

名
^'
支
配
し
#
た
る
重
要
な
る
.源

因

の

1.

rj
:

i

す

。
'
.

武
家
借
地
.を
保
#
す
な
者
は 

> 
前

述

の

®

役

上

の

服 

務

を

負

ふ

外

"〗

皆
均
し
‘く
其
知
行
高
化
廳
し
で

、
：

第

三

魷

S
七



谘

十

怨
(

四

l
o)

雜

.
錄

’

英
國
の
土
地
法

-

r

,

養

な

る

.

も
の
は
友
の
如
し
。

(

ィ)

餅
助
金>

u
x
i
l
i
u
m

tf
助
金
は
借
地
人
の
自 

11
1
窓
志
に
依
る
獻
納
金
^
思
惟
せ
ら
れ
れ
れ
ど
" 

領
主
は
金
餞
上
の
必
要
起
り
れ
る
時
は
、
若

し

其

\ 

請

求

額

過

大

な

ら

す

其

理

由

に

條

理

わ

れ

は

"

正 

當
に
典
借
地
ょ
6
之
を
要
求
す
る
こ
^
を
得
る
も 

の
ビ
考
へ
ら
れ
れ
る
か
"
漸
次
興
請
求
は
法
律
に 

依
ぅ
て
著
し
く
制
限
せ
ら
れ
れ
ち
、1
千
ニ
西
十 

五
年
の
大
«
章
の
規
定
す
る
所
に
依
れ
は
"

0

0
 

金
は
⑴
丧
^
を

武

士

に

取

り

立

つ

る
^

⑷
提
女
の 

婚
姻
の
峙
⑶
領
主
か
補
虜
ど
な
り
て
之
を
賠
償
す\ 

に
必
要
な
る
時
の
三
個
の
®
合
の
外
は
"1

舣
的 

に
之
を
要
求
す
る
こ
ビ
を
得
さ
る
こ
^
、
せ
b
。
 

】

千
ニ
'1
-
|七
十

年

喷

に

は

"
辦

助

金

の

金

额

は

長 

历
を
武
士
に
取
&
立
つ
る
時
或
は
長
女
の
‘娘
姻
の 

時
に
は
谷
武
家
借
地
人
は
ニ
十
志
宛
支
拂
ひ
、
何

;

,
.
.
乂

自

由

農

民

借

地

祀

對

し

て

は

.牟

額
1
1十

-磅

の

賃

1
1
1
 
醫
 lisMilMMiBiaiMMiMwiBaBiBiiamggBaagHaBnaHtnMMWjeailĴ

aawag!
第
1

》

1號

.

r
l
l八
.

借

價

値

办

る

借

地

：に
對
し

V

は
武
士
.の
知
行
S
同 

1

額
の
帮
助
金
’の
納
付
を
必
要
ビ
.せ
り
。

(

T»)

知

行

救

濟

金

R
e
l
e
v
i
u
m

苦
し
武
家
借
地
保 

.有
潜
に
し
て
成
年
の
嗣
子
を
後
に
し
て
死
去
し
れ 

る
時
は
"
興
相
：續
人
は
其
知
行
を
救
濟
せ
さ
る
可 

ら
す
、
換
言
す
れ
は
遺
産
相
®
の
爲
め
にV

定
金 

額

の

獻

上

金

を

爲

す

の

義

務

办

ぅ

"
•
之

を

知

行

救 

濟
令 

£ 稱
す

ーRe
i
e
s
t

 

hereditatem 。

ブ
千 
ニ
W

十
五
年
®

に
は
"
此
知
行
救
濟
金
の
金
额
は
武
家 

.
借
地
は
一
百
志
、
大
武
家
借
地
は
.】

西
磅
、
而
し 

て
自
由
農
民
借
地
ほT

ヶ
年
分
に
均
し
き
其
土
地 

の
地
代
^

规
定
.せ
ら
れ
た
る
こ
W

6
り
き
。

(

ハ)

占
取
權•

s
d
s

s*
武
家
俏
地
保
布
潘
に
し
て 

死

去

し

れ

る

時
は
、
領
主
は
其
相
緻
人
炉
13
從
.の 

、
誓
約
を
'爲
し

知

行

救

濟

金

を

納

付

す

る

迄

は

"

典 

他
日
也
を
自
ら
管
理
收
益

す

る

の
權
利
を
主
張
せ 

ぅ
、
之
を
占
取
權
ビ
云
ふ
。
此
權
利
は
.借
地
人
の 

死
.去
の

後

ち

、
先

づ

第

‘1

褓

に

典

土

地

に

人

^
，
て
.

之

を

丨

！

I

取

し

て_3t
ff
i
l:4
:
f2
る
説

據vj

せ
る
に
旭 

li
!

せ
-
 ̂

S云
ふ
。

(

二
 )

狻
見
權W

a
r
d
s
h
i
p

葙
し
武
家
借
地
の
相
續 

人
に
し
て
、
货
子1

一
十1

歲

或
«-
女

子

十

四

歲

以
 

下
の
未
成
雄
翁
な
る
時
は
、
其
領
主
は
典
死
去
せ 

る
借
地
人
の
相
績
人
れ
.る
未
成
年
潘
の
身
體
及
土 

地
の
雨
方
に
對
し
て
後
見
權
を
行
使
す
る
の
權
利 

を
有
せ
る
も
の
な
b
ビ
せ
り
、
即
ち
領
主
は
典
未 

成
年
漭
か
成
年
に
達
す
る
迄
其
土
地
の
收
益
を
自 

ら
取

^

す
る
も
の̂

ぅ
。

.

(

ホ)

婚
姻
.
'客
肖
务
的
作
領
主
は
自
己
の
保
譴
の
下
に
‘ 

あ
る
被
後
見
人
を
、
劳
し
其
配
偶
赉
の
身
分
に
し 

て
其
被
後
見
人
ど
同
等
炉
或
は
典
以
上
な
る
時
は 

之
^
結

她

せ

し

む

る

の

權

利

を

有

し

"
又
媚
姻
の 

目
的
の
爲
め
に
之
に
最
高
の
價
格
を
支
挪
ふ
者
に 

«
被
後
見
人
を
賣
却
す
る
こ
^
を

得

し

か

、
•若
し 

此
場
合
に
於
て
其
被
後
見
人
に
し
て
之
を
拒
絕
す 

る
時
は
或T

定
の
賠
償
金
を
其
領
主
に
納
付
す
ベ

站十渺

(

四】

一)

.' 雜
錄
•英陬の士牠法

き
義
務
ぁ
り
れ
り
き
。

(

へ)

讓
渡
科
料
金s

n
e
s

 

o
n alienation

武
家
借 

地
の
®
渡
に
際
し
、
典
領
虫
の
承
認
の
必
要
な
b 

や
不：：

や
に
關
し
て
ば
屢
々
相
方
に
異
論
6
り
れ
る 

.

.が
、1

千
ニ
西
九
；

f

年

.の
彼
の
布
名
な
る
土
地
讓 

渡
^
令 

Quia Emptores Terrerum 

の
發
布
に 

.
依
h
て
、
國
王
直
參
借
地
人
を
除
く
外
、
他
の
一 

般
の
借
地
人
は|

定
の
科
料
金
を
上
納
し
て
赀
均 

し
く
自
由
讓
渡
.の

權

利

を

澉

認

せ

ら

れ

た

^

.0
撚 

*n
V
Jも
、
^

#
令
は
他
の1

而
に
於
て
は
下
位
来 

-
齡

禁

止

す

る

に

庚

ヴ

、
爲
め
に
封
«
制
度
に 

1

大
打
擊
を
加
.へ
れ
6

。
.

(

ト)

.土
地
の
復
歸E

s
c
h
e
a
t

若
し
武
家
借
地
に
し 

て
其
保
有
者
か
相
續
人
無
く
し
て
死
去
せ
.る
か
或 

は
負
擔
義
務
を
怠
る
.か
或
：は

重

罪

犯

人

VJ

な
6
た
. 

る
時
は
、
其
土
地
ば
元
の
領
.主
に
復
歸
せ
6
。

(

三
：

)

宮
役
大
小
恃
[5
借

地

' 

宮
役
待
搿
借
地
に
左
記
の
一一

稲
.ぁ
>
?

第
三
娜 

)

H
九



第
十
淞」

(
四一

5

雜

' 

錄爽國.
の

■ 
土地.

法

{
ィ)

大
御
附
武
士
借
地
Q
卩
民Serjeanty ;

此
借
' 

地
釔
睐
有
せ
る
武
士
は
一
種
特
別
の
職
務
を
有
せ 

b
。
肌

も

國

王

旗

或

は

王

劎

を

奉

持

し

、
.
又
は
戰 

場
に
於
て
渾
隊
の
前
驅
€
な
卜
或
は
殿
跟
ど
な
$ 

又
は
戰
士
或
は
®
隊
の
長
官
ど
成
る
等
の
服
務
に 

し
て
、
多
く
は
國
王
の
身
邊
近
く
に
常
時
奉
侍
の 

服
務
な
ぅ

V)

小
御
附
武
人
倘
地p

&
e
y

 Serjeanty

此
借 

地
は
自
由
農
民
借
地
の
一
稱
變
形
ビ
も
秫
す
へ
き 

も
の
に
し
て
、
«
服
務
は
大
御
附
武
士
の
如
く
戰 

場
忙
行
く
の
義
務
な
く
、
只
だ
®
器
例
べ
は
劎
或 

は
槍
の
如
き
も
の
を
製
造
す
る
の
み
な
6
ビ
ず
。
 

h (

四)

自
甶
農
民
借
地 

自
由
曉
民
借
地Tenure in frs s

o
c
a
g
e

を
保
有 

せ
る
借
地
人
は
、
軍
役
上
の
服
務
を
負
ふ
こ
ど
な
く
.、
 

只
だ1

定
の
地
代
を
金
餞
及
農
產
物
を
以
て
支
挪
ひ
、
 

尙
此
外
多
く
は
領
由
の
料
她
內
に
於
て
一
ヶ
年
三
日
間 

y
j

云
ふ
如
ぎ
‘@-
め
て
輕
&:
削
合
を
以
て
其
傲
:1
*
の
耕
作

:鲂
ミ
铖
,：
.：

1
四
0

に
從
事
す
る
.の
義
務
を
^
ひ
れ
"
^
 

&
。'其
他
の
負
^

 ̂

關
し
て
は
武
家
借
地
の
規
定W

大
差
あ
る
こ
^
な
く
、
 

•
&從
の
誓
約
を
傲
すVJ

職
も
S 

.淑節
の
.約
朿
な
く
、
又 

領
主
0;

後
見
權
及
婚
姻
»
の
支
配
外
な
る
點
に
於
て
興 

一なれ办：.

銥
に
注
意
を
耍
す
-へ
き
は
、
此
等
幾
多
相
異
な
り
れ 

る
土
地
保
有
法
は
勿
論
同1

の
土
地
に
對
し
て
同
時
に 

存
在
し
得
へ
き
も
の
な

b
ビ
す
。
英
國
の
土
地
の
大
部 

分
は
待
武
家
借
地
法
に
依
^
て
保
有
せ
ら
れ
た
る
か
、
 

之
を
保
有
せ
る
直
參
借
地
人
は
之
を
陪
ほ
借
地
人
に
货 

與
し
、
又
陪
が
借
地
人
は
之
を
由
農
民
或
.は
後
窠
K 

說
明
せ
ん
ビ
す
る
僕
役
農
民
に
貸
附
く
る
ビ
云
ふ
順
序 

な
る
に
ょ
6
、
實

際

上

は

此

等

の

土

地

は

紙

ん

S
赀
自 

\

由
農
民
或
は
僕
役
農
民
傲
地
法
に
依
k
て
保
有
せ
ら
れ
' 

居
'6
た
.A
 VJ
云
ふ
こV

を
得
.べ
し
。

- 

.(

五
}
:
僎
役
借
地 

僕

役Vilienagkim

ビ
は
ニ
個
の
相
異
な
り
た
る
姐 

&
を
含
有
す
る
も
の
に
しV

、
1

方
に
於
て
は
或
土
观

を

睬

有
せ
る
0
.
M
人
の
社

會

上
に
於
け
る

地
位
即
ち

人 

格
を
指

示

し

、
他

のv

方
に
於
て
は
其
保
布
せ
る
土
地 

0-
替

池

法

を

說

明

せ

る

も

の

な

る

か

、

此
傭
役
に
依
り 

て

保
育
せ
ら
、れ
れ
る
土
地
は
前
述
の
自
由
農
民
借
地
ビ 

.比
較
す
る
時
は
、
K -
保
有
潘
及
惜
地
法
に
於
て
著
し
く
一 

異

な

れ
ど

す

。

僳
役
借
地
を
保
有
せ
る

借
地
人
W

#

奴 

v
m
a
n
r

 

nativii, 

o
r

 

servi 

ビ
ff
せ
ら
わ
る
力 

^

等
の
！
奴
矂
尻
な
る
も
の
は
非
自
*
*
民
な
れ
ビ
も
奴 

隸
に
あ
ら
す
、
權
利
を
草
有
す
、
法
律
は
彼
等
を
一
の

人
格
者W

思
考
し
奴
隸
の
如
く1

個
の
物
件
ビ
見
倣
さ
，
 

す
。
然

»
も
、
彼
等
は
非
自
*
民
に
し
て
、
許

可i 

な
く
し
て
領
主
の
土
地
を
避
办
に
離
る
へ
か
ら
す
、
若
‘ 

し
逃
^
し
^
る
時
は
、
法
律
は
似
主
に
彼
等
を
囘
復
す
一 

る
の
權
.能
を
嵙
へ
た
-
き̂I
A
n

 

action de 

nativo 

h
a
b
e
n
d
o

。
R
奴
か
僎
役
借
地
法
に
侬
h
て
土
她
を
保
一 

I

る
時
、
興
僕
奴
が
如
何
な
る
權
利
を
其
土
地
に
對 

し
て
1-
]

せ
し
や
に
關
し
て
は
、
歷
史
家
及
法
#
家
の
間 

に
久
し
く
興
論
わ
0
れ
る
所
、に
し
て
之
を
明
0
代
す
る 

ザ
し
^
は
*

^
困
雛
な
る
問
題
な
办
ビM

も
、

國
王
法
廷
一 

か
^
を
於
^
せ
さ
ら
し
ビ
云
ふ
こ
ビ
は
箸
明
な
る
事
實

站

十

涖

(

PM
l
m)

雜
錄
焚
阈
の
土

_地.法

な6
V
J

す
。
然
れ
ビ
も
、
僎
奴
炉
35
土
地
亿
對
し
て
或 

種
の
勞
務
，に
從
事
$
る
の
_
務
を
負
擔
し
れ
る
ビ
§

 

又
之
に
對
し
て
彼
等
か
或
秫
の
様
刺
を
街
せ
し
こ
ど
は 

領
主
も
之
を
確
實
に
承
認
し
：M
P

れる所なす。

然
れVJ

も
、
往
々
其
土
地
は
僕
役
借
地
法
に
依
b
て 

睽
肓
せ
ら
る
、
S
も
、：其
借
地
人
は
僕
奴
に
わ
ら
す
自 

由
農
民
な
る
こ
^
あ
ら
、
.か
、
る
場
合
に
は
'̂
主
ビ
^
= 

地
人
S
の
關
係
は
普
通
の
僕
奴
の
場
合
e
大
.に
興
な
b 

從
屬
的
關
係
6-
る
ご
ど
な
く
只
れ
經
濟
的
1]
係
わ
る
の 

み
な

，(

六)

自
曲
保
有
地
.

自
却
於
ぎ
地

tr
l
i
bn>
.
r
u
m 

t
s
e
m
e
n
t
u
m

 

o
r

 

F
r
e
e
h
o
l
a

 

ょ
^

ル义
：
：
木

1 |
地 

V
n
i
a
n
t
i
m

 

t
s
e
m
e
n
t
u
m
.
’ 

V
Jfe
f:
比す

る
の
言
葉
な
ぅ
、
'即
ち
僕
奴
の
保
有
地
を
除
く
外
、
其 

他
か
總
て
の
前
述
0.
借
地
法
に
依
る
保
有
地
は
皆
悉
く' 

自
*

^
有
他
ど
»
す
る
こ
S
を
得
る
も
の
ビ
す
。
自
W
 

t
民
俏
地
法
-free socage W

 
僕
役
借
地
法
.
.

v
m
e
i
n

CK.e 

ど
は
、
.
其
區
別
甚
だ
明
瞭
を
缺
ぐ
ヒ
雖
も
、
興
服
務
義 

務
に
關
し
て
明
白
の
規
定
あ
、る
時
は
俄
役
借
地
？
思
惟 

せられ、

而

し

て

自

由

保

有

地

は

典

如

何

な

る

名

_

の

访
三
诚 

| 
0, |



辦十怨

.

S

I

S

,、
雜
錄
英
阔
の
土

-地-法

四

借
地
に
依
る
も
赀
悉
く
阈
王
法
廷
の
保
詖
を
受
け
た
れ 

VJ

も
、
之
に
反
し
て
僕
役
保
布
地
は
然
ら
す
、
之
れ
兩 

漭
の
間
の
聚
し
く
興
な
る
點
な
ぅ
ビ
す
。

.

(

七)

©
借
地 

其
後
ち
に
：生
り
、
或
確
定
し
た
る
時
日
の
期
限
を
附 

し
契
^
に
依
る
借
地
を
生
し
た
る
か
、
此
期
限
附
借
地 

人

t
e
r
m
o
r

は
土
地
邡
物
に
對
し
て
は
何
等
の
物
的
權 

利
即
ち
物
權
な
く 

N
o
‘right in r

e
m

只
だ
此
昔
地
は 

其
®
附
人
に
對
し
て
訴
»

上
人
的
權
利
即
對
人
權 

Ri

的ht in p
e
r
s
o
n
a
m

を
有
す
る
‘の
み
、
故
に
其
睹
用

地
は
d
rl
l
保
布
地
な
ら
さ
る
の
み
な
ら
す
、
.元
來
此
種 

.の
借
地
は
土
地
に
關
す
る
財
產
即
地
產
ど
は
恧
惟
せ
ら 

れ
さ
&
き
。
自
由
保
布
地
は
、
例
へ
は
其
人1

代
或
は 

其
人
及
ひ
邡
子
孫
の
永
久
^
相
績
し
得
へ
き
も
の
ど
云 

，.ふ
か
如
く
、
不
定
の
期
服
^
の
土
地
な
ら
さ
る
べ
か
ら 

す
、
或1

足
の
明
白
な
る
時
n
の
附
帶
せ
る
土
地
な
る 

時
"
例
へ
は
九
十
九
|

は
九
1-
|
九

十

九

年

の

如

き

如
 

何
に
永
き
期
限
な
る
も
之
を
0
II
1
保
苻
地
ど
は
思
惟
す 

る
.
'

こ
*/j

能
は
さ
る
も
のVJ

す
。
.

,
ノ
.
,マン

.秘
服
後
は
、.
土
地
の
相
緻
に
關
し
て
は
提

子
相
績
法
‘ PH

m
o
g
e
n
i
t
n
r
e

一
 
般
-に

行

は

る

、

に

¥
ー
れ 

i

i

或
地
方
例
へ
は
ケ
ン
ト
州
に
は
劣
子
灼
分

h
y法

G
a
v
e
l
k
i
n
d

行
は
れ
又
僎
役
備
地
は
末
子
相
續
法 

U
l
t
i
m
o
g
e
n
i
t
u
r
e

に
依
6
て
.相
續
せ
ら
れ
た
る
こ
*ヒ
办

b
^
K
V
O
前
述
0:
如

ぐ

例

外

？
し

て

地

方

的
«
習

ぁ
 ̂

め
外
は
、
自
*
保
有
地
は
世
襲
財
産
：2
な
&
長
子
栩
鑛 

法
は
.1

般
に
承
懿
せ
ら
れ
> 
土
地
は
遺
言
に
よ
b
て
相 

續
す
^
こ
ビ
能
は
さ
る
も
の
ど
な
れ
.

CN 

◊

斯
の
如
く
土
地
法
は
中
世
紀
の
公
法
の
基
礎
ビ
成
h 

居
b
た
6
、
例
へ
は
國
會
法
は
大
に
其
®
化
を
受
け
、
 

國
玉
は
之
に
よ
5
て
跟
隊
及
國
诹
の
收
入
を
得
、
而
し 

て
就
中
，司
法
制
度
ど
は
大
な
る
關
係
わ
り
て
各
領
主
は 

皆
各
々
自
己
の
借
.地
人
.に
«
し
て
裁
制
管
轉
權
を
布
し 

之
れ
.か
爲
め
に
法
廷
を
開
廷
せ
ぅ
。
而
し
て
前
述
の
如 

.き
幾
多
の
相
異
‘な
か
た
る
借
他
法
^
.侬
.ぅ
て
保
有
せ
ら 

れ
た
る
土
地
は
、
實
際
上
に
：於
て
'は
如
何
な
る
狀
能
に 

f

l

如
何
な
る
人
投
之
を
支
配
じ
、
如
何
な
る
a
民 

か
如
柯
な
る
條
件
の
下
に
て
之
か
耕
作
に
從
事
し
れ
る 

か
を
研
究
せ
さ
る
可
ら
さ
る
か
.、
，之
を
了
解
す
る
爲
め 

に
は
菩
人
.は
之
，よ
b

l
ん
て
中
世
紀
の
ff
i
Bi
を
攻
览
贫 

さ
る
可
ら
す(

米
完} 

* 

' 

.

增 l U 山松
井 崎 崎 崎

幸 繁 宗  
雄 樹 暉 靜

鵾雒會學wさ

诚三谘费十第

村

田

.岩

次

郞

比
例
代
表
制
度
の
四
典
型 

社
會
政
策
ょ
5
見
た
る
加
奈
1̂
ー
 

■良
營

年

金

制

度

，
.
：
.
：.

:
口
英
の
選
擧
法
改
正 

公
開
工
業
研
究
所
に
對
す
る
税
-M(

上)

, 

地
代
槪
論(

ニ)

朿
寂
市
怒
疏
ニ
田
一

1

丁
H
一
一
黹
地
璲
臌
鹆
熟
內
一 

锔

賴

蛾i

翁

：

H

出
' 

新
呔
挪 

■

S

市
I

I

坂町並十九讲地 

一
 
刷

‘
欲

V

炎

チ

染

.太
W
 

41
京
市
亦
坂
戚
新
町
:/
1.丁
卩
©
十
四
赉
地I 

印
.

刷
所
命
子

m 

'版：
' 
所

|

’
..■

• : 

:
 

I-

-
-
-

-

-

--
-

-

-

f

n
n
m
l
m
i
-
i
^
i
i
^
8
—

- 

I
I
.

-

-

前
號

(
難

.？
！
. I

)

目
次

l

i

慕

)

'

来
®
調
節
私
見(

下)

' 

.■■
..
;
鱺

|

'氣
賀

锄

重

.

印
度
の
貨
幣
並
に
金
融
制
，度
に

關
す
る
_
究 

法
S

士

堀

江

歸

1

.戰
後
の
經
濟
的
_

 (

ニ〕

. 

11 1
■

阿
®'
秀
助

批
評
ど
紹
介

上
田
貞
次
郞
箸
！

T

職
時
經
濟
講
話』

.

| 

;
來
京
市
«

£旖
葙
樂
.町一

T

w1

番
地

1:1: 

 ̂

 ̂

: 

.»

山

書
 

0

S 

振
替
貯
.舍

趣

東

ボ

ヒ

モ

3

一
 

一

、

電

話

本

局

n
1

H
 
二

^

 

|

一丨
@
句

i
舡

^
は
全
國
各
市
银
誌
庙
に

て
If
e

fす
_
_j

1,1

發

^

^

"l l
l1

每

編

賴

主

往

V
.へ 

「
'細

敗

油

次

0
^

.
« 

-- 

-
 

. 

-- 

. 

----- 

-- 

' 

I 

.
1
.

—
_

1册」

务

惯

金

1:
,十
：u
錢

.

I

I

S孤j 

I 

®1

ヶ
年
前
.金\

金

^1

圆
四
：
十

錢

郝

桃

JS

■

 

.

 

I-

 

-

 
.

 

_
^_
_
_

_

' 

■

 

-

-—

 ?.

I 

I
.
®

辑顿免び艰務じ關すろ一切の用件げ發行所猫.

一

 

二
，

®
镥

il
r-
關
マ
る
叨
仰
は
發
钗
元
钮

. 

一
 

|

吣
徵
跃
瞵
締
切
期

^
は
破
行
の
前
月
十
日
限

. 

I
_
_
_
_I

I' |

备

割

〗

一

月

文

H

U

】

味

月

一
 

'囘

一

日

發

行

：
|

|
【

大茈五

¥
三
月

•'
■*̂

0

行

1

1
/ 

: 

r
 

L


